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モデルと注意機構付き LSTM(Long short-term memory)を導入した深層学習による新しいシス
テムの提案を行っている。評価実験により、高い精度で道徳判断が可能になることが示されて
いる。 
 第５章では、本論文において取り組んだ道徳判断タスクについてまとめ、その成果を要約す
ると共に、今後の展望や残された課題についても言及している。 
 以上要するに本研究は、人間と機械の間のインタラクションに不可欠となる道徳的な常識を
自動的に獲得する新しい手法を提案し、その有効性を確認したものである。したがって本研究
の成果は、工学上寄与するところが少なくない。また、これらの成果は、著者が研究者として
自立して研究活動を行うために必要となる高度な研究能力、および豊かな学識があることを示
したものと言える。 
 よって、本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
  
 
